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研究・技術シーズ名：

ステレオ画像を用いた3次元計測の高精度化技術

（遠距離にあるターゲットを，高精度に計測可能です！）

・所属: 静岡大学 工学部 電気電子工学科 准教授

・名前: 橋本 岳 （はしもと たけし）

・略歴: 京都大学大学院工学研究科博士後期課程単位取得退学・

京都大学助手，移動ロボット・画像計測・防災応用等を研究

研究・技術シーズ概要：

人間の視覚（両眼）のように，受動的なステレオ画像計測について研究しています。

（受動的＝その場にある光を使って計測するので，屋外でも遠距離でも計測できます。）

画像計測なので，「非接触・広範囲・記録・安価」というメリットがあります。

本シーズは特に「高精度計測」を特長としています。下の右図の例のように，従来技術より誤差を

数十分の一に減らすことができます。その理由は，下の左図に示す画像センサーのサンプリング誤差

（量子化誤差）の影響を小さくする独自技術を持っているためです。

主要キーワード （自由記載）

原理：画像計測，高精度計測，受動的計測，ステレオ計測

応用：防災（土砂災害の予兆検知・他），検査，測量，振動計測

写真

量子化誤差により，
“とびとびの”視線

量子化誤差
（距離方向）

量子化誤差（距離方向の計測誤差）の性質
•（カメラとターゲットが）遠距離になるほど，量子化誤差は大きくなる（例：40mで2mとも）。
• カメラ間隔が短いほど量子化誤差は大きくなる。

既存の解決方法 （本方法は，次の方法と併用で相乗効果を出せる）
•“サブピクセル”（ターゲットの重心を求めて，擬似的にカメラ画素数を増加）の使用。
• 画素数の多いカメラを用いる。

この領域の点は，
4個の交点●の
いずれかに！

技術の詳細： 量子化誤差の発生と性質，低減法

カメラ

原理

研究紹介： 技術の詳細ー量子化誤差の発生原理，その性質

これらの領域の重なり

計測する定規が
cm単位

計測する定規が
mm単位
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カメラ2台の場合 カメラ8台の場合

計測対象上記を例えると…

不連続
連続

（通常のステレオ計測） （シーズとなるステレオ計測）

高精度な計測

技術の内容： 誤差低減例と例え

技術の詳細： 量子化誤差の低減例，その意味



展開が期待される分野・領域：

☐農業 ☐林業 □水産 □畜産 ☐鉱業 ■建設 ☐食料品 ☐繊維製品 □木製品 ☐パルプ・紙 ☐化学品 ☐医薬品
□化粧品 ☐石油製品 □プラスチック ☐ゴム製品 □革製品 ☐鉄鋼 ☐非鉄金属 ☐金属製品 □セラミック □炭素系新素材

□新素材（その他） ☐機械 □工作機械 ■自動車 ■二輪車 □航空宇宙 ☐電気機器 ☐精密機器 ■光学機器
■産業用機器 ■ロボット ■ファクトリーオートメーション □音響機器 □半導体 □電子部品 □電池 ■コンピュータ □モバイル

□AR/VR ☐エネルギー □資源 ■情報通信 □衣料 □装飾 □インターネット ■情報処理 □電力 □ガス □レーザー

□光 □セキュリティ □住宅 □材料分析 ■画像処理 □音声認識 □バイオ □省エネ □水 □放送 □広告 ☐運輸
□倉庫 □郵便 ☐卸売 □小売 □交通 □e-コマース ☐金融 □保険 ☐不動産 □物品賃貸 ☐宿泊 □飲食店
☐生活関連サービス □観光 □コンテンツ（映像等） □娯楽 ☐教育学習支援 ☐医療 □ヘルスケア □福祉 □介護 □衛生

□リサイクル □MaaS □SaaS □都市開発 ■インフラ □環境 □印刷、出版 □伝統工芸 □アート □音楽 □デザイン
☐その他（ ）

その他PR事項：（産学共同実績 等）

産業ニーズ・応用シーン：

共同研究の実績が多数あります。

例えば次のようなテーマです。

• 土砂災害の予兆検知

• 品質検査

• 移動体の軌跡計測

• 測量

• 移動ロボットの誘導

• その他

◆ 高精度計測（広範囲，小型）
＋

◆ マーカーレス（自然マーカー）
点群

振動計測

土砂災害の
予兆検知

広範囲の法面の動きを，
高精度かつ連続計測

簡易なカメラシステムで
点群を求めることが可能

実用段階に近づいています！

◼ 遠距離計測では，量子化誤差の影響が無視でき
ない。この量子化誤差に関する研究で独自技術
を有している（他に類を見ない）。

◼ 計測システムは，「カメラ＋画像処理部」から構成
される。また，本技術のコアの処理プログラムは
軽い（画像処理の時間が大部分。近年高速化）。
このため，ほぼリアルタイム処理が可能！

ステレオ計測を用いて，屋外・遠距離にて、
超高精度を実現できる独自技術です。

優位性，実現可能性

他の研究との違い、優れている点

機能 = 高精度 動き計測

レーザー計測： ○ ×

画像計測 ： × ○

両機能を
バランスよく実現！

本技術

製品化のイメージ


